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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 40,420 6.7 3,510 4.0 3,384 11.0 2,145 14.5

29年３月期第３四半期 37,875 △3.2 3,376 △7.2 3,049 △4.8 1,873 3.4
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 2,963百万円( △6.8％) 29年３月期第３四半期 3,179百万円( 30.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 201.89 ―

29年３月期第３四半期 176.30 ―
　

※ 平成28年10月１日付で、普通株式10株を１株の割合で株式併合したため、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと

仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期第３四半期 95,833 38,612 37.3 3,368.80

29年３月期 94,054 36,268 35.7 3,164.45
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 35,793百万円 29年３月期 33,623百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

30年３月期 ― 0.00 ―

30年３月期(予想) 50.00 50.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,400 2.4 4,290 △6.4 3,860 △5.5 2,460 △6.1 231.51
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（注）詳細は、（添付資料）３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作
成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 11,344,181株 29年３月期 11,344,181株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 719,190株 29年３月期 718,728株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 10,625,226株 29年３月期３Ｑ 10,626,054株

　
※ 平成28年10月１日付で、普通株式10株を１株の割合で株式併合したため、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行わ

れたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　①当第３四半期の概況

当第３四半期連結累計期間の経営成績は、食品部門・情報部門の増収により、売上高は404億20百万円（前年同期

比6.7％増）となり、営業利益は35億10百万円（同4.0％増）となりました。また、経常利益は受取配当金の増加と

支払利息の減少に加え、テナント退去による違約金収入の増加もあり33億84百万円（同11.0％増）となりました。

この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は21億45百万円（同14.5％増）となりました。

　

　②セグメント別の概況

　<物流部門>

物流部門では、国内の荷動きがやや戻り全般的には堅調に推移したものの、一部大口荷主との取引内容見直し等

の影響により、不動産賃貸関連の売上が減収となったこと等から、売上高は158億70百万円（前年同期比0.4％減）、

営業利益は23億78百万円（同1.7％減）となりました。

　

　<食品部門>

食品部門では、一般小売店や他卸売業者向けである玄米販売は、主要産地である東北・関東を中心に取引価格の

高騰から取扱数量がのびず18千玄米トン（前年同期比1.6％減）となりましたが、量販店・外食向けである精米販売

は56千玄米トン（同5.9％増）と増加しました。この結果、総販売数量は74千玄米トン（同3.9％増）となりまし

た。売上高は、販売数量の増加に加え、取引価格の上昇により203億１百万円（前年同期比14.5％増）となりまし

た。営業利益は、精米販売が好調だったことに加え、業務効率化等によるコスト削減効果も加わり４億48百万円

（同147.0％増）となりました。

　

　<情報部門>

情報部門では、基幹系システムを中心とした開発・保守業務が堅調に推移し、売上高は15億81百万円（前年同期

比4.5％増）となりましたが、営業利益につきましては、棚卸用ハンディターミナルのレンタル事業での減収等によ

り89百万円（同14.5％減）となりました。

　

　<不動産部門>

不動産部門では、大口テナントの入れ替わりに伴う稼働率の低下等により、売上高は26億66百万円（前年同期比

1.1％減）、営業利益11億91百万円（同9.9％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産

資産合計は、建物及び構築物や土地が減少しましたが、現金及び預金や投資有価証券が増加したこと等から、前

連結会計年度末比17億79百万円増加し、958億33百万円となりました。

②負債

負債合計は、社債や長期借入金が増加しましたが、１年内返済予定の長期借入金や１年内償還予定の社債が減少

したこと等から、前連結会計年度末比５億64百万円減少し、572億21百万円となりました。

③純資産

純資産合計は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金が増加したこと等から、前連結会計年度末比23億43百万

円増加し、386億12百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間までは、売上高については食品部門でのコメ相場環境の影響から計画を上回りました。

また、利益面においても全体として概ね計画を上回り推移いたしました。しかしながら今後を展望しますと、食品部

門における平成29年産米の価格動向の収益面への影響や各部門の経営環境の厳しさも予想されることから、平成29年

５月12日に発表した通期業績予想を変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、見積実効税率を使用できない会社につ

いては、法定実効税率を使用しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,295 3,666

受取手形及び売掛金 5,833 6,233

たな卸資産 1,578 1,829

その他 698 653

貸倒引当金 △0 △40

流動資産合計 10,404 12,341

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,351 13,996

土地 50,737 50,506

その他（純額） 6,772 6,605

有形固定資産合計 71,861 71,109

無形固定資産 1,111 1,096

投資その他の資産

投資有価証券 9,412 10,147

その他 924 818

貸倒引当金 △35 △34

投資その他の資産合計 10,301 10,931

固定資産合計 83,274 83,137

繰延資産 375 354

資産合計 94,054 95,833

負債の部

流動負債

営業未払金 2,732 2,666

短期借入金 4,043 4,608

1年内返済予定の長期借入金 2,485 1,984

1年内償還予定の社債 2,845 1,469

その他 2,749 2,354

流動負債合計 14,856 13,083

固定負債

社債 14,500 15,054

長期借入金 16,742 17,074

環境対策引当金 8 8

退職給付に係る負債 1,658 1,677

その他 10,019 10,323

固定負債合計 42,929 44,138

負債合計 57,785 57,221
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,555 10,555

資本剰余金 3,694 3,697

利益剰余金 15,314 16,950

自己株式 △1,815 △1,816

株主資本合計 27,748 29,387

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,558 4,102

土地再評価差額金 2,383 2,361

退職給付に係る調整累計額 △67 △57

その他の包括利益累計額合計 5,874 6,406

非支配株主持分 2,645 2,819

純資産合計 36,268 38,612

負債純資産合計 94,054 95,833
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業収益 37,875 40,420

営業原価 32,073 34,349

営業総利益 5,801 6,070

販売費及び一般管理費 2,425 2,559

営業利益 3,376 3,510

営業外収益

受取配当金 213 254

違約金収入 0 119

その他 20 15

営業外収益合計 233 389

営業外費用

支払利息 495 443

その他 65 72

営業外費用合計 560 516

経常利益 3,049 3,384

特別利益

固定資産売却益 57 17

その他 - 0

特別利益合計 57 17

特別損失

固定資産除却損 3 1

その他 0 0

特別損失合計 3 1

税金等調整前四半期純利益 3,103 3,400

法人税等 990 1,024

四半期純利益 2,113 2,376

非支配株主に帰属する四半期純利益 239 230

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,873 2,145
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 2,113 2,376

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,060 577

退職給付に係る調整額 5 9

その他の包括利益合計 1,065 587

四半期包括利益 3,179 2,963

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,860 2,698

非支配株主に係る四半期包括利益 318 264
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流
関連

食品
関連

情報
関連

不動産
関連

売上高

外部顧客への
売上高

15,930 17,735 1,513 2,695 37,875 ― 37,875

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

326 ― 187 20 535 △535 ―

計 16,257 17,735 1,700 2,716 38,410 △535 37,875

セグメント利益 2,419 181 104 1,321 4,027 △651 3,376

(注) １．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△598百万円、のれん償却額△
59百万円及び未実現利益調整額８百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな
い一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流
関連

食品
関連

情報
関連

不動産
関連

売上高

外部顧客への
売上高

15,870 20,301 1,581 2,666 40,420 ― 40,420

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

323 ― 202 24 549 △549 ―

計 16,193 20,301 1,783 2,690 40,969 △549 40,420

セグメント利益 2,378 448 89 1,191 4,107 △596 3,510

(注) １．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△601百万円、のれん償却額△
０百万円及び未実現利益調整額５百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな
い一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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